
畿央大学
やさしさを「チカラ」に変える。





2019年度入試問題傾向と対策   英語・数学・国語

英語
　大設問３問に小問が26問程度の出題で、前
半は発音・アクセントと会話文、文法・語法
の問題など、後半は並べ替えの英作文と450
～ 500ワード程度の長文読解という構成で
す。標準からやや難というレベルで、昨年の
平均点は50点から55点前後でしたが、過去
にはやや難しい回もありました。2019年度
は昨年並みの難易度になる可能性が高いで
しょう。後半の問題はやや難しいので、前半
の問題でとりこぼさないことが、合格への必
須条件となります。
　センター試験と似たパターンなので、過去
の問題を見て慣れておくことと、センター試
験の問題集などでたくさんの問題にあたって、
語彙や語法の知識を増やす努力が必要です。
また整序英作文では例文の暗記が効果的です
が、イディオムの豊富さも重要になります。
長文読解の英文はあまり馴染みのないテーマ
も見受けられます。色々なテーマの英文にふ
れることと、日頃からテレビや新聞などで健
康や教育、福祉などといった問題に幅広く関
心を持つように心がけてください。
　公募推薦入試は科目数が少ない分、英語の
結果が合否に影響を与えることが多いようで
す。また設問数が少ない分、1問ごとの配点
が高くなります。十分な対策をして本番にの
ぞんでください。

数学Ⅰ・A
　昨年と同じく数学Iは全範囲、数学Ａは「場
合の数と確率」「図形の性質」からの出題です。
過去の出題でわかるように形式はセンター試
験と似ていますが、答えを数字でうめていく
ものと、選択肢の中から選ぶものがあります。
今年も併用と考えてください。大設問数は３
問（一般入試は４問）で、第１問が分野をこえ
た小問集合、第２問・第３問が「２次関数」「図
形と計量」「場合の数と確率」など、1つのテー
マや図形など分野融合の出題となるでしょう。
過去の問題を見てもわかるように、毎回ほぼ
すべての分野から出題されています。今年も
すべての範囲からまんべんなく出題されると
考えてください。また、テーマ問題では後半
の小問にやや難度の高い問題が含まれる傾向
がありますから、時間配分等に注意が必要で
す。
　公募推薦入試は一般入試に比べて問題数が
少なくなっていますが、逆にいうと１問あた
りの配点が大きくなってしまいます。ケアレ
スミスには十分注意をする必要があります。
特に計算力の強化を十分こころがけてくださ
い。数学は高得点がねらえる反面、失敗する
こともよくある科目です。出題範囲は限られ
ていますから、計画的に全範囲を学習しま
しょう。不得意分野をしっかり訓練しておく
ことが大切です。

国語（現代文）
　大設問３問で、内２問が読解という形式は
公募推薦入試も一般入試も同じで、2010年
度以降変わっていません。小問数は24問程
度です。第一問は国語常識で言語知識や文学
史を問われます。漢字では同音異字、同音異

2019年度　AO入試出願開始!（9/3～9/14）

　受験生にとって大きな関心事は志願者数の予想と入試問題の傾向です。今回は公募推薦入試で出題される英語・数学・国
語の３科目について傾向と対策をまとめてみました。一般入試からお考えの方も参考にしてくださいね。

①�英語の文章は一つの段落（パラグラフ）
に一つのトピックが書かれているのが
普通。さらにそのトピックは、各段落の
最初の一文に明示されていることが多
い。各段落の最初の文章だけを読んで、
長文全体の大意を推測する訓練をして
みよう。問題を解きやすくなるし、時間
の節約にもなる。

②�長文読解が苦手な人は、長文問題の文章
はあくまでも問題を解くためのヒント
だと考えてみよう。知らない単語や意
味のわからないところがあってもあわ
てないこと。問題を解くための鍵さえ
見つかれば、細部がわからなくても大丈
夫。落ち着いて問題に取り組もう。

英語長文
読解の

義語、難読語、四字熟語などがよく出題されて
います。他にも四字熟語の意味や慣用句、故
事成語、文学史など様々ですが、過去に出題さ
れた形式はすべて今年も出題の可能性がある
と思ってください。中でも頻出は文学史です
が、時代が狭いので作家は限られます。漢字
練習帳や国語便覧などを利用して得点源にし
ておきましょう。
　２問出題されている読解問題は、評論と小
説から１題ずつが基本ですが、比較的最近の
作品が多い傾向があります。いずれも2000
字～ 3500字程度の文章が多く、長いものも
あるので、センター試験の問題集などで慣れ
ておくと良いでしょう。選択肢は多くが５択
で文章もやや長く、紛らわしいものが多く
なっています。第一印象で決めてしまうと間
違えることもあるので、正確に、注意深く読む
ことが重要ですが、時間配分にも注意するこ
とが大切です。
　国語の平均点は60点前後と他の科目に比
べて高いことが多いですが、80点以上の高
得点者はけっして多くありません。また公募
推薦入試では小問の数が少なく、１問ごとの
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配点が高いのは他の科目と同じです。しっか
り確認して、漢字の問題ひとつでもケアレス
ミスのないよう、注意が必要です。

リーダーシップ方式 高校在学中に意欲的に取り組んだ活動について、「自己アピール文(800字以
内)」と活動内容を証明できる資料を提出してください。

グローバル方式
英検、TOEFLR など英語運用能力・技術において資格や一定の水準を有し
評価を得ている人、または海外留学やその他の体験等を通じ、国際的感覚や
幅広い視野を有する人。

セミナー方式
畿央大学の教員によるセミナー（学部別授業）を実施し、その内容に関する課
題を出題します。試験時間内に解答し提出してください。（約６０分授業+６０
分試験）

〈２次選考〉１次選考合格者のみ

全方式共通
①小論文（１２００字以内）　またはデッサン※ 
※デッサンを選択できるのは人間環境デザイン学科志望者のみ

②面接（個人面接形式）

上記のほか全員に「志望理由書（600 字以内）」を課します。

〈１次選考〉

配点・判定方法

１次選考 ２次選考

＋＋ ＋

＜１次選考＞　ＡおよびＢを総合的に評価して１次選考合格者を決定します。
＜２次選考＞　Ａ・Ｂ・Ｃ・Dおよび調査書を総合的に評価して最終合格者を決定します。

リーダーシップ方式
グローバル方式

セミナー方式

B　段階評価（A～E）

志望理由書

C　１００ 点

小論文または
デッサン

D　１００ 点

面　接

A　１００ 点

　AO入試の出願が始まっています。AO入試とひと口に言っても内容は様々です
が、第一志望の大学であれば、チャンスは無駄にしたくないところ。
　畿央大学のAO入試の特徴は、①幅広くどなたでも出願が可能な3種類の方式(複
数方式の受験も可能)　②他大学との併願が可能　③1次選考と2次選考の2段階選
抜(検定料も2段階)など。個性的で将来性のある皆さんのご入学を期待しています!

１次選考
出願期間
9/3(月) ～
9/14(金)

最終
合格発表
10/20(土)

１次選考
実施

9/23(日)
（セミナー方式のみ）

２次選考
実施

10/14(日)

１次選考
合格発表
9/29（土）

２次選考
出願期間
10/1(月) ～
10/9(火)
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